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１日（土）第１８回卒業証書授与式 
２日（日）英検③二次 
３日（月）検査場設営 
４日（火）入学者選抜学力検査日 
５日（水）入学者選抜面接試験日 
６日（木）採点 
７日（金）振替休業日 
８日（土）２年小論文模試① 

 

 

 

名寄市立大学保健福祉学部教養教育部 荻野大助 氏 

 士別翔雲高校と名寄市立大学の高大連携事業が昨年からスタートしました。その一環として大学教員の

コラムを連載します。 

 近年、ＩＣＴ機器を使った教育が積極的に導入されています。今高校生のみなさんは小学生の頃からＰＣや

タブレットを使って学んでいる世代でしょうか。高校でもＩＣＴを活用していると思いますが、もちろん大学でも

私自身の講義の中でも活用しています。ＩＣＴ教育には多くの利点がありますし、情報社会で生き抜く力を身

につけるためにも、ＩＣＴを利用して学ぶことは必要不可欠な時代といえるでしょう。しかしその一方で様々な

課題もあります。 

私は過去に北欧のフィンランドに留学していたことがあります。この国は北海道程の人口規模の小さい国

ですが、デジタル先進国でＬｉｎｕｘ（ＯＳ：オペレーティングシステム）を生んだことでも有名です。またＯＥＣＤ

生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）のランキングも常に上位で、教育先進国ということで注目されています。昨

年、「フィンランドの学校で始まった脱デジタル化 ノートＰＣ無料配布も学習成果は低下」というニュースが

流れました。これまでノートパソコンを無料配布していたところを、紙（教科書）とペン（鉛筆）を使ったアナロ

グ的な教育方法に変えているというものでした。このニュースを知り私自身大きな衝撃を受けました。 

 私は漢字を何回もノートに書いて覚えるといったアナログ教育を受けてきたので、手書きの重要さは分か

っているのですが、ワープロやパソコンが普及し、私たちの日常にあった手書きという行為はキーボードと

画面に置き換えられてきています。手書きの機会が減った今の時代、候補から選ぶことができれば漢字を

書けなくてもやっていけるでしょう。書き順を学ぶ意味があるか疑問に思う人もいるかもしれません。また、

アナログ的な作業は、時間のロス、労力の無駄や無意味と感じるかもしれません。しかし、アナログ的な教

育の中には、物事の本質や原理を学ぶ上では必要な要素が含まれているのです。小中高の学習の積み重

ねは非常に大事です。 

 大学は教育機関ですが研究機関でもあります。答えのない課題や未解決の問題に遭遇することは稀では

ありません。大学では、基礎的な知識を蓄積し、多角的なものの考え方ができるような人材が求められてい

ます。高校生のみなさんには、自分の興味のない分野でも面倒くさがらず課題や問題に積極的に取り組む

ことが期待されます。高校での学びで、好き嫌い、得手不得手な科目もあると思いますが、自分の中にたく

さん引き出しを増やしていけるよう、いろいろなことに挑戦し充実した３年間を過ごしてほしいと願います。 

１１日（火）追検査、図書館バス 
１３日（木）身だしなみ指導、２年模擬面接 
１４日（金）クラスマッチ 
１７日（月）入学者選抜合格発表日、２年生卒業生講話 
２０日（木）春分の日 
２４日（月）大掃除、修了式、離任式 
２５日（火）学年末・学年始休業（～４／７） 
２８日（金）新入生オリエンテーション 
 


